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「千の風」　　布教使　　 西脇　顕真（にしわき　けんしん）  
　お墓の中に私はいない
私のお墓の前で泣かないでください
私は永遠の眠りになんてついてはいません
ほら　もう千の風になって世界をかけめぐっています
雪にきらめくダイヤモンド
穀物に降り注ぐ陽（ひ）の光
優しい秋の雨の中にいます　（中略）
夜には星になってそっと光っています
あなたは大きないのちに包まれているのです
私に会いたくなった時
ナモアミダブツと呼んでください
私はいつでもあなたのそばにいます
だから　もうお墓の前で泣かないでください
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私は死んではいません
永遠の眠りについてはいません
いつでもあなたのそばにいます
 

仏事のイロハ　　　　　　　末本弘然

お寺の法要には知らん顔　　寺の法要と命日

（省略）最近は“家のお仏壇には参るが、お寺には参らない”人が多くなったようです。中には、お寺で「報恩講」や「永代経」の法要が勤まる日にもかかわらず、「今日は主人の命日ですので、家におまいりしてください」と、平気で電話してくる方までいます。お寺で勤まれる法要・行事は、住職や一部の門徒さんだけのものではありません。縁あるすべて門徒さんがお参りし、聞法していただくために勤まれるのです。お寺で法要の勤まる日が、たまたま故人の命日に重なった方は、法要が勤まる時間には」都合をつけてお寺へお参りし、家では改めて家族そろってお勤めすればよいでしょう。お寺は言うまでもなく、ご門徒が力を合わせて建立し、護持されてきた「聞法の道場」です。数多くの先輩たちが、ご本尊をご安置した本堂で仏法を聞き謹んできました。その慶びを家庭でも身近に味わいたということで、お仏壇が安置されるようになったと言ってよいでしょう。
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円乗寺・心光寺仏壮交流コンペ

九月十四日（月）栗野「心光寺」と「円乗寺」のゴルフ交流コンペには多数の参加をいただき感謝申し上げます。宴会前には、今日のご縁と、生かさせていただいていることに感謝し、食前のことばをみんなで合掌いたしました。交流会終了後も、全員本堂に座し、「恩徳讃」にて解散しました。帰り際、「いまぎいは、ゴルフしかこんかったどん、これからはお寺の行事にも参加すっでな」と役員を喜ばせる言葉をいただき、開催までの苦労も吹っ飛びました。寺行事としまして、秋の彼岸はゲートボール、春の彼岸はグランドゴルフ計画してありますで、門徒のみなさんのご参加をお待ちしています。

敬老の日に寄せて

九月二十日はお彼岸の入り、そして今年は敬老の日と重なりました。始めてでしたが、各地区の敬老会場に、円乗寺の名でレタックスをお届けしましたところ、門徒の皆様より、多数のお礼の言葉をいただきました。敬老の日にふさわしい、こころ強い文章でしたのでご紹介させていただきます。

敬老おめでとうございます。

生かされて生きてきた

生かされて生きている

生かされて生きていこう

このいのち　勿体なく有り難く

手をあわす

末永く、お元気のこと念じ上げます。

円乗寺

第十九回彼岸ゲートボール大会結果
期日　九月二十六日（日）

優勝　中津川　準優勝　塚の原　三位　グリーンＢ





ちょっしもた


こんだとおすっど








10月の行事








12日（火）





10時　仏教婦人会敬老法座





13時30分　永代経法要





16日（土）　





9時~10時　寺院清掃


当番支区　停車場　１・２．３








裏へ








